
                                                      （別添様式１） 
 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
                     

機関・団体等の名称 
 

広島建設青年交流会 
 

 
事業等の名称 広島県内建設業界を知ってもらう説明会 

 
主な対象者 
 

高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 
 

講演、講座、説明会 

１．実施時期 
  令和元年 6 月 17 日  県立西条農業高等学校 
  令和元年 6 月 28 日  県立広島工業高等学校 
  令和元年 10 月 16 日  呉工業高等専門学校 
  令和元年 12 月 4 日  広島工業大学専門学校 
   
２，実施場所 
  （上記に記載） 
   
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
  県立西条農業高等学校  緑地土木科 1・2 年生 約 80 人 
  県立広島工業高等学校  土木科 3 年生     約 40 人 
  呉工業高等専門学校   環境都市工学科 2 年生 約 44 人 
  広島工業大学専門学校  土木工学科 1 年生   約 29 人 
   
４．共催・単独等の開催状況 

広島県、（一社）広島県測量設計業協会、（一社）広島県建設工業協会、広島建設青

年交流会による共催 
   
５．事業等の内容 

「県内の建設業界への就職希望者の増加を図ること」を目的として、県内の土木系

学科を有する高校、専門学校、高専において、建設業の地域貢献、やりがい等につい

て講義を行いました。2 部構成で、第 1 部は、広島県土木建築局建設産業課、広島県

測量設計業協会、広島建設青年交流会が、それぞれ行政、コンサルタント、建設業者

の立場から、社会資本整備の状況や業界の魅力について、スライドを用いて説明を

行いました。また、本事業のために作製した PR 動画を視聴してもらいました。第 2
部は、それぞれの学校の卒業生や若手技術者による意見交換会を実施しました。 

   
６．期待される効果（実施結果：効果） 

土木に関わるそれぞれの立場から社会的役割や仕事のやりがいなどを直接伝えるこ

とで、土木の仕事を知ってもらうことができました。卒業生や若手技術者にも参加

してもらうことで、より身近に感じてもらうことができました。平成 27 年度から本

事業を始めて 5 年目になりますが、この学校訪問を通じて就職先を決めた学生もお



り、入職支援に効果があると考えられます。また、テレビ取材もあり、メディアを通

じて土木業界への入職促進活動を行っていることも社会全般に広く知ってもらうこ

とができました。 
   
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

専門を専攻している学生については既に土木に関心があるため、これまでの学校は

継続した上で、普通科や専門外の学校にも広げていく必要があります。また、学生の

みではなく、就職の際に影響力がある親へ業界の PR をしていく必要もあります。広

島県など行政機関と連携して、県立大学に土木科を創設したり、また、地元建設業界

に就職すれば授業料免除にするなど、政策的に土木業界への入職支援をできれば、

より大きな効果が得られると考えられます。 
 
８．その他 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 
  



令和元年６月１７日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（西農）開催 

場所：広島県立西条農業高等学校 

本事業も 5 年目に入りました。今年の第一弾は東広島市の広島県立西条農業高等学校で実施

しました。今年も昨年に引き続き、早い時期から進路先として建設業を意識していただくた

めに緑地土木科一年生・二年生を対象としました。先輩のユーモアも交えた生の声を聞き、

数多くの質問が集まり、建設業への関心の高さがうかがえました。 

 

  

  



 

 【令和元年 6 月 20 日 中建日報】 

  

  



令和元年６月２８日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（県工）開催 

場所：県立広島工業高等学校 

第二弾の説明会は県立広島工業高等学校土木科三年生の皆さんを対象に実施しました。昨年

に引き続き、この事業のために撮影した業界 PR 動画を視聴してもらいました。その後は各

説明及び若手技術者（県工卒業生）との意見交換会を行いました。生徒の皆さんより様々な

質問をしていただき、将来への関心の高さを感じました。 

 

  

   



 

【令和元年 7 月 9 日 中建日報】 

  



 
 



                                                      （別添様式１） 
 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
                     

機関・団体等の名称 
 

広島建設青年交流会 
 

 
事業等の名称 子どもたちに絵本を贈る事業 

 
主な対象者 
 

小学生、中学生（保護者含む） 

主な取組区分 
 

その他 

１．実施時期 
  令和元年 9 月～11 月 
   
２，実施場所 

呉市、江田島市、東広島市、竹原市、三原市、府中市、府中町、海田町、熊野町、坂

町の 6 市 4 町内の全小学校 129 校 
   
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
  対象地域内の小学校全児童  約 34,585 人 
 
４．共催・単独等の開催状況 

（一社）広島建設工業協会、（公財）建設業福祉共済団、西日本建設業保証（株）、

広島建設青年交流会による共催 
   
５．事業等の内容 

広島県内の小学生の子どもを対象として、各小学校に建設業に関する絵本を寄贈し、

建設業界をもっと知ってもらい「知識を深めてもらう」、「建設業のイメージアップ

を図る」等の効果を期待し、将来的になりたい職業として選択してもらい、若手入職

者をより多く確保することを目的として実施しています。 
 
4 年前から広島県内の各市町の小学校を訪問しており、今年度は最終年度として、上

記の地域の各小学校を訪問し、下の 7 冊の絵本を寄贈しました。また、絵本に加え、

全児童を対象に建設学習帳（自由帳）を寄贈しました。 
  ・土木の歴史絵本シリーズ 5 巻 （瑞雲舎） 
    「暮らしを守り工事を行ったお坊さんたち」 
    「川を治め水と戦った武将たち」 
    「技術と情熱をつたえた外国の人たち」 
    「土木技術の自立をきずいた指導者たち」 
    「海外の建設工事に活躍した技術者たち」 
  ・しごとば東京スカイツリー （ブロンズ新社） 
  ・図解絵本 工事現場 （ポプラ社） 
  ・建設学習帳（自由帳） 

   



６．期待される効果（実施結果：効果） 
建設に関わる絵本を小学校に寄贈することで、多くの小学生に建設について興味を

持ってもらうことができました。多くの小学校では新規の図書購入が削減されてき

ている中、絵本の寄贈を大変喜んで頂けました。各校を訪問し、校長、教頭に直接手

渡しをすることで、将来を見据えて地道に建設業のすそ野を広げる活動をしている

ことを知って頂き、教育者の視点から建設業に対する認識を深めて頂くことができ

ました。 
   
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

上記の広島県内の市町の小学校に絵本を配布する際、当会会員が手分けをして、各

校を個別訪問しており、配布に際し各会員に手間と時間の負担を掛け、会員企業へ

の負担が大きくありました。また、今年度最終年度で、広島県内のすべての小学校に

同一の絵本を配布することが出来ましたが、今回寄贈した絵本の中には、絶版にな

ったものもあり、今後本事業を継続する場合、全ての小学校に配布できるだけの冊

数があり、複数年出版される見込みがある絵本を選定する必要があります。 
 

８．その他 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 
  



令和元年９月１２日～ 令和元年度事業 子供たちに絵本を贈る事業 

場所：広島県内 ６市４町 

平成２８年度よりスタートした『子供たちに絵本を贈る事業』も、今年度で４年目となりま

した。今年度は、呉市（３６校）、江田島市（６校）、東広島市（３４校）、竹原市（９校）、

三原市（２０校）、府中市（８校）、府中町（５校）、海田町（４校）、熊野町（４校）、

坂町（３校）の全１２９校、生徒数約３４，５８５人を対象とし、絵本及び建設学習帳（自

由帳）を当会会員が持参、寄贈させていただきました。今後、一人でも多くの子供たちに建

設業に興味を持ってもらうべく、これからもこうした事業を継続していきたいと考えており

ます。 

  

  

  



  

  

 

【令和元年 9 月 15 日 読売新聞（備後版）】 



               

 

【令和元年 9 月 20 日 中建日報】 



                                                      （別添様式１） 
 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
                     

機関・団体等の名称 
 

広島建設青年交流会 
 

 
事業等の名称 ひろしま建設フェア 2019 

 
主な対象者 
 

一般 

主な取組区分 
 

その他 

１．実施時期 
  令和元年 10 月 5 日 
   
２，実施場所 
  広島マリーナホップ 
   
３．対象者（参加見込又は参加者数） 

一般来場者（小中学生や家族連れなど） フェア全体 約 13,000 人 
     出展ブース 約 791 人（484 家族） 
 
４．共催・単独等の開催状況 

【主催】広島県、（一社）広島県建設工業協会、広島県建設業協会連合会、建設産業

専門団体中国地区連合会、（一社）人広島県測量設計業協会 
【協賛】（公財）建設業福祉共済団、西日本建設業保証（株）、（一社）日本道路建

設業協会中国支部、中建日報社 
【協力】中国建設躯体工業連合会、協同組合中国建設専門工事業協会、（一社）日本

左官業組合連合会 中国ブロック会 
【後援】広島市、広島県教育委員会、広島市教育委員会 
【出展】広島建設青年交流会、（一社）広島建設工業協会、広島県建設業協会連合会、

建設産業専門団体中国地区連合会、（一社）広島県測量設計業協会、広島県

生コンクリート工業組合、土木学会中国史部、呉工業高等専門学校、他 
   
５．事業等の内容 

建設産業の将来の担い手候補である小中学生等の次世代への魅力発信を図るため、

業界団体と連携し、建設フェアを開催しました。建設フェア全体としては、建設重機

シミュレーター、建設重機の展示・試乗、ロープ 1 本で自分の体を持ち上げる滑車

体験、VR による足場体験、ドロ団子の製作、ドローンフライトシミュレーター体験、

ダ・ヴィンチの橋づくり、コンクリートでキャンドルスタンドづくり、ミキサー車で

遊ぶ体験、などの出展を行いました。 
 
当会では、おもちゃのショベルによるスーパーボールすくいゲームを行うキッズ体

験ブースを出展しました。すくったスーパーボールは、数量を限定してお持ち帰り

して頂きました。また、当日登録して頂いた方の中から抽選でおもちゃのショベル



カーを進呈しました。 
   
６．期待される効果（実施結果：効果） 

約 13,000 人の親子連れ、家族連れの来場者があり、非常に多くの一般の方に参加し

て頂き、建設業について広く知ってもらうことができました。建設業界に関わる多

岐に渡る分野の業界団体からの出展があり、それぞれの団体の特徴を生かした内容

であったため、多くの子どもたちに楽しく体験してもらうことができました。また、

フェア全体やブースによっては、参加者がお持ち帰りできるものが用意されており、

家に帰った後も触れて頂くことができました。 
 
当会の出展内容においても、非常に長い待ち行列ができるなど、関心が高かったと

思われます。「事前に練習しておいたので当日は沢山スーパーボールをすくうこと

ができました。」といった声を頂くなど、子どもをはじめ、親子で楽しんで頂くこと

ができました。玩具のショベルですが、楽しかった思い出が、建設業を身近に知って

頂く良い機会になったと思われます。 
 
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

昨年に続き、非常に多くの来場者が来たため、子ども連れで長時間待って頂く状況

が発生しました。昨年よりおもちゃショベルの台数を約 2 倍に増やしたり、一斉に

スタートすることでプレー時間を厳守する等工夫をしましたが、来場者が多く長時

間待っていただく状況が発生しており、当会会員のスタッフ人数にも限りがあるた

め、運営体制の強化が必勝と考えられます。 
 
事業予算が、一部の業界団体に負担が偏っており、協賛団体を増やしたり、県の予算

増など、一層の検討の余地があると思われます。 
 

８．その他 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 
  



令和元年１０月５日 「ひろしま建設フェア２０１９」開催 

場所：広島マリーナホップ 

広島県と建設業団体主催による「ひろしま建設フェア２０１９」に参加し、昨年に引き続き、

「おもちゃのショベルによるスーパーボールすくい」のキッズ体験ブースを出展しました。

当日は天候にも恵まれ、会場には未就学児から小学生、家族連れなど約１万３０００人の来

場者で賑わいました。当会ブースにもフェア開場直後から大変多くの方にご参加いただき、

大盛況のうちに終えることが出来ました。 

  

  



 

【令和元年 10 月 8 日 中建日報】 

  



                                                      （別添様式１） 
 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
                     

機関・団体等の名称 
 

広島建設青年交流会 
 

 
事業等の名称 広島工業大学との交流事業 

 
主な対象者 
 

高校生、大学生（保護者含む） 

主な取組区分 
 

体験学習、職業体験 

１．実施時期 
  令和元年 11 月 29 日 
   
２，実施場所 
  国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所（現場実習） 
  広島工業大学（意見交換会） 
   
３．対象者（参加見込又は参加者数） 

広島工業大学 環境土木工学科 3 年生 約 60 人 
国道交通省中国地方整備局  約 20 人 
広島県    約 3 人 
広島建設青年交流会   約 27 人 

 
４．共催・単独等の開催状況 

広島県建設工業協会、広島建設青年交流会による共催 
 
５．事業等の内容 

第 1 部 国土交通省中国地方整備局中国技術事務所にて、舗装実体験、実橋教材モ

デル打音点検実習、函渠モデル見学、災害対策用機械見学（遠隔操作バック

ホウ）を実施しました。 
第 2 部 学生は 3～4 人程の小グループに分かれ、それぞれのグループに国土交通

省、広島県、広島建設青年交流会の会員、若手技術者も加わり、各グループ

で意見交換を行いました。 
第 3 部 会員企業による企業説明会を行いました。 
 

６．期待される効果（実施結果：効果） 
中国技術事務所での舗装工事のアスファルト合材敷き均し、小型転圧機での締固め

などの実体験では、普段見ることのない舗装工事を間近に見て、また、実際に作業を

行うことができ、建設現場をより身近に感じてもらい、非常に興味を持ってもらう

ことができました。また、意見交換会では、小グループで行政や会員企業から比較的

年齢の近い若手技術者が参加することで、学生に近い目線で対話をすることが出来

ました。また、今年度は新たに第 3 部として、当会会員企業による企業説明会をし、

本事業を支えているスタッフの企業各社にも、学生に対して PR する機会を設け、会



員企業と学生双方に対し、メリットを出すことができました。本事業は、今回で 9 年

目となり、継続してきたことで、学生だけでなく、広工大の先生にも理解が広がって

きており、地元建設業の意義を伝えることが出来ました。 
 
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 

今回初めて舗装工事の実体験を行いましたが、舗装職人が学生に指導する準備があ

まりできていなかったため、学生に作業指導をするのに手間取りました。学生向け

には、長靴を用意しましたが、一部参加された職員の方には安全靴や長靴等の準備

がなく、一般靴で熱い舗装の上を歩いており、安全性について検討の余地がありま

した。また、今回第 3 部の企業説明会を初めて行いましたが、学生側にまだ就職に

ついての意識が少なく、積極性が見られませんでした。 
 

８．その他 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各機

関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



  




